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全国で注目される施策や課題は、地域で暮らす私たち
にどう影響するのか？身近に起きた出来事やトレンドなど、
幅広い分野のニュースを紹介していきます。ネットでもさ
まざまなニュースを紹介しています。

シティライフNEWS　で検索

整備の背景の一つは、兵庫県
ならびに神戸市の人口減少
問題がある。大学卒業後、大

阪や東京に移動する人が多く、若者人
口が激減している（31ページ年齢別グラ
フ）。若者層を取り戻すためには、若者に
選ばれる魅力あるまちづくりが必要だ。
今後は新事業への投資を行い、まちのに
ぎわい創出や企業の誘致、起業の促進
にも取り組むとしている
　活性化のリーディングエリアは、神戸市
の玄関口である三宮周辺地区。再整備
基本構想では、「三宮にある6駅の乗換
動線が分かりにくい」「イベントをしたり、

再

屋のイタリア料理店「ボッテガ
ブルー」のオーナーシェフ大島
隆司さんが、昨年11月在日イタ

リア商工会議所が開催する料理コンクー
ルに初出場し優勝した。このコンクールは、
日本のイタリア料理界を担う新しい料理
人の発掘などを目的に7年前から毎年開
催され、関西のシェフが優勝したのは今
回初という。書類審査などを経て30名の
うち8名が東京での実技審査に挑み、50
分間で22名分の前菜とパスタ、計二品を
作り上げた。
　大島さんは、イタリアの5都市で約3年修
行を積み、7年前芦屋で開業した。オープ
ン当時から兵庫県産の食材を使用し、添

加物を使わずソースもすべて手づくりにこ
だわってきた。今回のコンクールでも、淡路
産のニラや灘の酒といった地元食材で
「神戸をアピールしたい、神戸からイタリア
ンをもっと盛り上げたいという気持ちで臨
んだ」という。「自分がコンクールに出たこと
で、スタッフの刺激になれば」と今後は後
進の育成にも力を注ぎたいと話す。受賞し
た二品は、日ごろ店で提供している料理
のため、ランチやディナーで食べられる。

芦

変わる三宮のまち
30年後の実現を見据えた大構想

地域ぐるみで子どもを
非行と犯罪から守ろう

　春は、進学・進級や就職等で、子どもたちが希
望と期待に胸を膨らませる時期である反面、生
活環境が大きく変わり、飲酒、喫煙、家出などの
不良行為や万引き、薬物乱用などの非行に走り
やすい時期でもある。また、携帯電話、スマートフ
ォンなどを持ち始める時期でもあり、コミュニティサ
イトや無料通話アプリ等を利用し、児童ポルノ・児
童買春などの被害者となる事件も後を絶たない。

社会で子どもを見守る気運を高める
●地域全体で日頃から厳しくも温かい目で子どもを見守り、時
には、周りの大人が「悪いことは悪い」ときちんと注意する。

●子どもの出す「危険なシグナル」を見逃すことなく、子ど
もに対して、常に身の回りに自分のことを気にかけてい
る「大人の目」があることを伝える。

●違法・有害な情報の危険性を教える
～ブログなどに自分の個人情報を書き込まない
～出会い系サイトなどを利用しない、ネットで知り合った人と絶対に会わない
～見知らぬ人はもちろん、たとえ知人や友人であっても裸の
写真を絶対に送らない

～薬物、家出、自殺サイトなど、有害な情報を絶対に閲覧させない
～フィルタリングサービスを利用する

少年を有害な環境から守る
●子どもたち自身が日常生活で正しく判断し、自ら非行や
被害を回避して行動できるよう、少年自身のハートスキ
ル（心の能力）の向上を図る。

●子どもたちが携帯電話やパソコンをどのように使ってい
るかについて、保護者が関心を持って確かめる。

　2016年の転出超過数は
　6,760人

庫県の人口は、戦後の約300
万人から増加を続け、1976年
には約5 0 0万人を超えた。

1995年の阪神・淡路大震災の影響により
一時は落ち込んだものの、その後回復を
遂げ、2009年は560万人に達する。しか
し、この年をピークに人口は減少に転じ、
2016年の推計では約552万人となった。
2016年に総務省が発表した人口移動報
告によると、兵庫県の転出超過数（転出
が転入を上回った数）は北海道、熊本県
に次いで全国でワースト3の6,760人。流
出先トップは東京4,606人で、次いで大阪
2,069人となっている。

　神戸・阪神間は
　転入超過も

塚市、西宮市、明石市は人口
減少幅が小さく、転入数が転
出数を上回っている。交通の

便の良さや子育てしやすい環境が人を
呼び込んでいるようだ。特に明石市では
子育て施策に力を入れているため、ファミ
リー層の流入が増えているという。しかし、
但馬や丹波、淡路などの農村地域では
人口流出が続いている。また、これまで転
入先として人気の高かった神戸・阪神間
でも、中央区や灘区など一部を除いて転
入数は徐々に減りつつあり、転出超過の
傾向が見られる。

　大阪への流出も増

口の減少は、少子高齢化の進
行による全国的な問題でもあり、
死亡数が出生数を上回る自然

減少が要因の一つとして考えられる。し
かしそれだけではない。兵庫県では、転
出数が毎年ほぼ横ばいであるにも関わら
ず、転入数が年々減少している。そのた
め、結果的に転出超過に陥っていること
が人口減少の一因となっているようだ。
東京圏への転出は以前から多く、転出
数は毎年約2万3千人ほどだが、2011年
からは大阪への転出超過が目立つ。

兵庫県の人口流出
魅力ある施策で歯止め

兵

人

宝

少子高齢化が進み、全国的な人口減少が問題となる中、兵庫県の人口も減少の一途をたどっており、

他府県への転出数が転入数を上回る「転出超過」も続いている。その傾向に歯止めをかけようと、県は

さまざまな施策を打ち出して魅力をアピール。2016年の転出超過は若干、持ち直した。

芦屋のシェフが伊料理で優勝
関西勢初の快挙

戸女学院大学や関西学院大
学を中心とした学生25名が、貧
困地域に住む子どもたちが体

験を通して新しい自分を見つけ、夢を描くき
っかけを作りたいと、フィリピンでファッション
ショーの企画運営をしている。「DEAR 
ME」と題して2015年8月から始まり、今年2
月に4回目を開催した。
　代表の西側愛弓さん（神戸女学院大学
4年生）はもともと洋服が好きで、ストリートフ
ァッションの写真を撮るため学校が休暇の
たび海外に出ていた。あるとき、ボロボロの
服を着た貧しい子どもたちを目の当たりにし、
何か支援をしたいと思い始める。みんなで
一緒に作り上げるものがいいとショーを思
いつき、大学の友人と企画を立てた。
　初回は資金もコネも、実績もないため、サ

ンプル品の洋服提供を依頼した企業から
は「夢物語だ」「叶わない夢を見させてもか
わいそうだ」などと、相手にされなかったとい
う。開催2週間前になっても服がなく、一時
は開催が危ぶまれる状況に。しかし、想い
は通じるはずと粘り強く交渉し続け、企業の
協力を得て実現にこぎつけた。
　回を重ねるごとに「子どもたちがそれぞ
れ夢に向かって努力できる環境づくりをし
たい」と新たな思いも出てきた。実現のため
に西側さんは「思いついたアイデアは失敗
をしてでも挑戦していく」と話す。

神

神戸の学生ファッションショー開催
比で「貧困の子どもたちに夢を」

段階的に車線減少と歩道拡幅を行い、人と公共交通優先の空間に生まれ変わる構想。

現在、車中心
の三宮中心部
だがそれを外周
道路に誘導し、
新たな交通手
段の導入など
交通体系を見
直す方針。

審査員のうちジャーナ
リストが選ぶ「ジャーナ
リスト賞」も獲得し、ダ
ブル受賞となった。

子どもたちが自分の夢を紙に書
き、虹の形に貼った「ドリームペ
ーパー」。ある12歳の少女はタ
ガログ語しか話せなかったが、今
回英語で話しかけてくれたとい
う。「人見知りだったけれど、前回
ショーに出たことがきっかけで、フ
ライトアテンダントになって日本
に行きたい、という夢ができた。そ
のために英語を勉強している」。

西側さんは、「フィ
リピンだけではなく
世界でも展開した
い。貧困について
もっと知ることが
必要だと思ってい
ます」。

審査員長は、イタリアの
グルメガイドブック「 I l 
Golosario」の創設者で、
本国で著名な食文化ジャ
ーナリストでもあるパオロ・マ
ッソブリオ氏（写真左）。そ
のほか本場イタリアのシェ
フや東京の「アクアパッツ
ァ」のオーナーシェフ日高良
実氏、食雑誌の副編集長
などが揃い、盛り付けや味、
創造性などを評価した。

優勝したメニュー、パスタ「ペス
ト・ジャポネーゼ・コン・モッツァレ
ラ」は、通常バジルをベースに
するジェノバソースをニラでア
レンジ。濃厚だがニラ臭さはな
く、爽やかな後味。

前菜「甘鯛のクロッカンテ 日本
酒香るソース」の甘鯛は淡路
産、日本酒はノーベル賞晩餐
会でふるまわれた灘の「福寿」
を使用。旬のほうづきやエディ
ブルフラワーで彩りを添えた。

今回はフィリピン大学で25
名の子どもたちがモデルウォ
ーキング。運営資金調達の
ためクラウドファンディングに
も挑戦し、30日間で目標金
額28万円を達成させた。

神戸市は、2015年に「神戸の都心の未来の姿 -将来のビジョン- 」と「三宮周辺地区の再整備基本構想」を

併せて策定した。国際色豊かな港町・神戸をさらに魅力的なまちへと進化させるべく、30年後の実現を見据えて

今年も数々のプロジェクトが始動している。

　県の転出数のうち、20代が半数以上
を占めており、県内の大学を卒業した後、
東京や大阪など県外で就職するケース
が多いことが浮き彫りとなっている。加え
て、大阪で大型商業施設のオープンが
相次いでいるため、兵庫県に比べてサー
ビス業の求人の割合が高く、雇用機会を
求める20代女性の転出超過拡大に繋
がっているという。
　出産・子育て世代の減少は、人口減少
をますます加速させる。人口の地域偏在
が拡大し、コミュニティを維持できなくなる
地域が増加するとともに、経済・社会の担
い手不足や、超高齢化による介護・医療
人材の不足、社会保障制度への現役世
代の負担増を招くとして、県は危機感を
強めている。

　地域創生事業で
　人と企業を兵庫県に

国的な人口減少に歯止めを
かけようと、2014年には国をあ
げて「地方創生」への取り組

みが始まった。兵庫県では、全国に先駆
けて「地域創生条例」を制定。2020年ま
での5年間、集中的に人口対策に取り組
み、東京への一極集中の是正や県内の
地域活性化を図る。
　その一環として、国内外企業の立地に
対して税の優遇を行い、企業誘致や起業
を促進している。国内外から企業や資本
が流入すれば、新たな雇用が創出され人
の流入も促進される。また昨年東京に、県
内への移住に関心がある人に向けた相
談窓口「カムバックひょうご東京センター」
を開設し、移住者を取り込む狙いだ。

　東京・大阪から県内への転入先のうち、
多数を占めるのは都市部の神戸・阪神
間である。ブランド総合研究所が発表し

ている2016年市区
町村魅力度ランキ
ングでも神戸市は9
位。神戸・阪神間の
ブランド力を再構
築するべく、昨年
から三宮周辺地区
の再整備も始動。
人が集まる魅力あるまちづくりに着手して
いる。また、東京や大阪への転出を抑制
し県内への移住を促す狙いで、広報活
動にも力を入れている。国内外に向けた
地域創生リーフレットの作成や、各世代
のニーズに合わせた新聞やウェブなどへ
の広告掲載で県内への就学、就職を促
すほか、インスタグラムを活用した若者向
けの広報や大阪市内で兵庫の魅力をア
ピールするイベント「ひょうご博覧会in大
阪」も開催している。
　自然増対策としては、不妊・不育治療
への助成や「ひょうご出会いサポート事
業」による独身男女の出会いと結婚のサ
ポートを行い、年間4万4千人の出生数を
目指す。2020年までに25,700人の流入増
加の達成、さらに2060年には人口450万
人までに減少を食い止めたいとしている。

人が憩うための空間が少ない」「神戸を
発展させる産業が少ない」などの課題が
洗い出された。市は、新しい駅前空間の
創出や人が集まり交流する場の提供な
ど、複数の施策で課題をクリアし、「人」を
中心とする活気あふれるまちづくりを行っ
ていく予定だ。

　歩く人が楽しめる
　巡りたくなるまちへ

行者、自転車、自動車が行き
交う三宮駅周辺道路は、歩く
人が中心の道路空間へリデ

ザインする方針だ。先行的な取り組みと
して、昨年11月に葺合南54号線の一部
で歩道の拡幅を実施。2車線を1車線に
減少させ、歩道の拡幅部にはベンチが
並ぶ憩いの場として生まれ変わった。今
後も拡幅範囲を延伸する予定。また、駅
周辺に分散している中・長距離バスの乗
降所を集約し、利用者に分かりやすい新

バスターミナルを整備する。2017年度中
に事業手法を検討し、2020年度中の工
事開始を目指している。人が交流する場
の創出のため、社会実験も行われている。
昨年6月には東遊園地のリノベーションを、
10月には三宮中央通りの停車帯を利用
してウッドデッキが並ぶパークレットを設置。
今後、検証結果をもとに計画を決定する。
　「都心である三宮が魅力的なまちへと
生まれ変われば、企業や人が集まる。働く
環境やリフレッシュ空間など居心地のよ
いまちにこれから変わっていくので期待
してほしい」と市の担当者は話す。

協力：兵庫県警察

兵庫県警察本部少年育成課では、専門員による相談電話
「ヤングトーク」を開設している。

少年相談室「ヤングトーク」 7０１２０-７８６-１０９
（9:00～17:30受付夜間、土日祝祭日は留守番電話にて対応）

ＦＡＸ （０７８）３５１－７８２９

少年相談室「ヤングトーク」

無料ダイヤル  悩んだら     トーク

さー来い     悩みファックス
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出典：総務省「住民基本台帳人口移動報告」
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出典：株式会社ブランド総合研究所
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▲県内10カ所、東京1カ所に設置されている「ひょうご出会い
サポート事業」。個別お見合い紹介機能のマッチングシステムを
新たに導入した。

▲大阪の機械メーカーが本社・工場とも淡路島のサスティナブ
ル・パークに移転した。

（人）

出典：兵庫県提供資料より
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４５０万人
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４５０万人

趨勢366万人
（2060）
趨勢366万人
（2060）

現状の趨勢
（出生率・移動率）
のまま推移した
場合の予測値

現状の趨勢
（出生率・移動率）
のまま推移した
場合の予測値

人口推移予測（市区町別増減率2010→40年）

2016年　年齢別 県の転入、転出超過数

市町別　転入、転出超過の推移

2016年　都道府県別 転入・転出超過数（人）　

兵庫県と東京・大阪との転入、転出超過推移 兵庫県の人口予測

転
入
超
過

転
出
超
過

転
入
超
過

転
出
超
過

東　京

千　葉

埼　玉

神奈川

愛　知

福　岡

大　阪

沖　縄

宮　城

滋　賀

京　都

74,177 

16,075 

15,560 

12,056 

6,265 

5,732 

1,794 

-272 

-483 

-706 

-750 

……

鹿児島

岐　阜

長　崎

福　島

新　潟

青　森

静　岡

兵　庫

熊　本

北海道

-4,473 

-5,031 

-5,573 

-5,839 

-6,189 

-6,323 

-6,390 

-6,760 

-6,791 

-6,874 

市区町村の魅力度ランキング　2016

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

4 6 . 8

4 5 . 1

4 3 . 6

4 2 . 9

4 1 . 5

3 8 . 9

3 8 . 0

3 7 . 1

3 7 . 0

3 3 . 8

魅力度

函 館 市

京 都 市

札 幌 市

小 樽 市

横 浜 市

富良野市

鎌 倉 市

金 沢 市

神 戸 市

別 府 市

サスティナブル・
パーク

淡路島国営
明石海峡公園

国際会議場

明石海峡大橋
神戸・舞子

ウェスティン
ホテル


